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１．本年度の研究成果 

がん患者では、栄養障害が高率に起こるが、年々がん患者数が増加し、早期退院・在

宅医療が推進されるため、地域では栄養サポートが必要な在宅がん患者が急増している。

この結果、在宅がん患者の合併症併発による入院や要支援者が増加するため、医療歳費の

増加や在宅医療人材不足が危惧される。そこで、在宅がん患者に対する栄養サポート体制

の構築と在宅医療人材の育成が緊急の課題である。 
本研究は、これらの課題解決を目的として、在宅がん患者に対する総合的な栄養サポ

ートシステムを構築するとともに、「症例をもとにしたテキスト作成」、「全国セミナーの

開催」、研修医など若手医師を対象とした「臨床栄養スタートアップ講座」などを開催し、

がん患者の在宅医療を担う人材の全国的な育成を行う（図）。 

 
３年間の事業で、初年度の平成 26年度は、国立病院機構刀根山病院、兵庫医科大学

病院、日本臨床栄養学会、全国在宅訪問栄養食事指導学会と連携し、在宅がん患者の栄養

サポートや教育テキスト・教育プログラムの開発と試行を行った。 



（１）在宅がん患者栄養サポートシステムの構築 
1) 国立病院機構刀根山病院では、肺がん患者を対象として、新規採用の管理栄養士と
学生が、在宅肺がん患者の食事調査や身体測定などを行い、特徴的な症例をテキスト

作成用にまとめた。 
2) 栄養サポートステーションでは、兵庫医科大学病院肝胆膵科との連携で、在宅肝が
ん患者を対象として、本学教員と新規採用管理栄養士が包括的な栄養サポートを行う

とともに、特徴的な症例をテキスト作成用にまとめた。 
（２）在宅医療人材教育プログラム開発 

1) 研究代表者が委員長である日本臨床栄養学会研修企画委員会と連携し、若手医師が、
がん患者の栄養学的特徴や臨床栄養の基本的知識を習得するための「臨床栄養スター

トアップ講座」の開発を行った。具体的には、11月 30日（日）に「臨床栄養スター
トアップ講座」を開催し、医師、管理栄養士、薬剤師など 71名が参加した。内容は、
①臨床栄養の ABC、②がんと栄養の基本知識の２講義、がん研究所がん生物部長の
原英二先生による「肥満とがん：腸内細菌と細胞老化の関与について」と題する特別

講演、広域大学連携事業でのノウハウを活かした在宅がん患者症例に関するグループ

ワークをそれぞれ行った。今回の成果をもとに、今後の教育プログラム開発の推進を

図る。 
2) 日本臨床栄養学会と連携し、当該学会内に「がん栄養部会」を新設し、「在宅がん栄
養講座」の内容を協議した。また、研究代表者が平成 28 年度第 38 回日本臨床栄養
学会総会の大会長に選出された。この結果、同総会で、がんと栄養に関する教育プロ

グラムの開催が可能になり、本研究事業を全国的に推進できる。 
3) 全国在宅訪問栄養食事指導学会と連携し、在宅管理栄養士のがんと栄養に関する教
育プログラムの講師や内容について協議した。 

 
２．前年度までの研究成果 

２６年度採択 
 

３．研究成果の意義及び今後の発展性 
（１）本研究成果の意義・発展性の一つは、在宅がん患者に対する包括的な栄養サポート

の事例をもとにしたテキストを、全国的な在宅医療福祉人材育成やスキルアップに利

活用できることである。 
（２） 研究代表者が委員長の日本臨床栄養学会の研修企画委員会と連携し、がんと栄養を

含む臨床栄養の基本的知識を若手医師に習得させることが可能になる。 
（３）また、日本臨床栄養学会の認定臨床栄養医資格認定研修会や全国在宅訪問栄養食事

指導学会の在宅訪問管理栄養士認定制度での研修会で、がんと栄養に関する講座を協

同開発することにより、在宅医療に関わる医療福祉人材に対するブラッシュアップ教

育が可能になる。 



（４）栄養障害を有する在宅がん患者では、免疫力低下からがんの再発や合併症を併発す

るリスクが高く、医療歳費の増加に繋がる。しかし、本研究が構築する包括的な栄養

サポートシステムによる在宅がん患者の栄養改善は、これらのリスクを軽減するため、

「医療費の削減」に貢献すると思われる。 
（５）平成 18年度からの行政との連携による支援活動実績をもとに、ひとり暮らし高齢が

ん患者に対する栄養サポートが効率的に実施できるため、「高齢者の自立支援」に貢献

できる。 
 
４．倫理面への配慮 

研究実施にあたっては、平成 17年 4月から施行された、「個人情報保護法」及び平
成 27年 4月 1日施行予定の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守する。
すなわち、測定やアンケート調査結果資料等の提供者、その家族・血縁者その他関係者の

人権および利益の保護の取り扱いや安全性については最大限に配慮を行う。研究の意義、

目的、危険性の有無について文書及び口頭で十分に説明し、インフォームド・コンセント

をすべての被験者から取得する。また、いったん同意した場合でもいつでも同意を撤回で

きること、その場合も不利益がないことを説明する。資料の保存と将来に渡って資料を使

用すること、共同研究施設への送付も行うこと、連結可能匿名化を実施することを盛り込

んだ研究計画書を当該研究機関（武庫川女子大学）研究倫理委員会の承認を既に得た研究

に包括される研究として実施する。 
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